
で
す
。た
だ
し
、新
規
許
可
枠
の
実
現
の
た
め

に
は
「
高
齢
者
に
よ
る
事
故
は
社
会
的
な
問
題

で
あ
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
が
、自
ら
の
将
来
を

考
え
て
、若
返
り
の
た
め
の
取
り
組
み
を
考
え

て
ほ
し
い
」と
い
う
条
件
も
付
き
ま
し
た
。

　

法
人
タ
ク
シ
ー
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
対
策
を
兼

ね
た
新
た
な
取
り
組
み
事
項
と
し
て
、「
初
乗
り

距
離
短
縮
運
賃
」「
相
乗
り
運
賃
」「
事
前
確
定
運

賃
」「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」等
の
11
項
目
の
活
性
化

策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。私
た
ち
も
個
人
タ
ク

シ
ー
と
し
て
、新
し
い
活
性
化
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、都
個
協
と
し
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
若
返
り
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
の
具
体
策
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
に
つ
い
て

　

同
じ
く
議
員
連
盟
の
総
会
の
中
で
、先
生
方

か
ら
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
さ

れ
ま
し
た
。竹
中
平
蔵
氏
が
色
々
な
会
議
で
、

「
世
界
中
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
行
わ
れ
て
い
る

の
に
、日
本
は
遅
れ
て
い
る
」と
の
発
言
に
対

し
、ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
実
際
行
っ
て
い
る
の
は

ア
メ
リ
カ
と
中
国
だ
け
で
あ
り
、他
の
多
く
の

国
で
は
禁
止
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、ア
メ

リ
カ
と
中
国
で
も
様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
る

と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
交
省
も
運
行
管
理
、車
両
整
備
等
の
重
要

性
か
ら
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
反
対
を
示
し

て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
を
自

己
管
理
で
行
う
我
々
の
業

界
で
は
、
こ
こ
最
近
無
車

検
等
の
問
題
が
続
け
ざ
ま

に
発
生
し
て
い
ま
す
。今
後

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
、

事
業
者
に
対
し
自
己
管
理

に
つ
い
て
の
啓
蒙
を
行
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
審
議
に
て
、

決
議
事
項
は
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業
界
を
取
り
巻
く

情
勢
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
話
が
あ
り
ま

し
た
。

新
規
許
可
枠
を
実
現
す
る
た
め

独
自
の
取
り
組
み
を

　

先
日
、個
人
タ
ク
シ
ー
を
応
援
す
る
議
員
連

盟
の
第
三
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。そ
の
中

で
、国
交
省
の
藤
井
直
樹
自
動
車
局
長
よ
り
、

車
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
は
法
人
よ
り
個
人

タ
ク
シ
ー
の
方
が
貢
献
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、「
ど
う
い
う
形
で
あ
れ
ば
個
人
の
新
規
許
可

が
で
き
る
か
真
剣
に
検
討
し
た
い
。個
人
の
高

齢
化
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
る
。『
若

い
血
』を
入
れ
る
や
り
方
で
あ
れ
ば
、あ
り
得

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」と
の
話
が
あ
り
、

新
規
許
可
枠
の
実
現
に
向
け
て
一
歩
前
進
と
い

う
こ
と
で
、非
常
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

新
規
許
可
枠

条
件
付
き
で
検
討

場
　
　
所
日
個
連
会
館

決
議
事
項

①
平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

②	

平
成
29
年
度
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

③	

会
員
の
処
分（
案
）承
認
の
件

開
催
日
時
４
月
13
日（
木
）
午
後
１
時

第
31
回　

理
事
会
の
焦
点

「新規許可枠に向け一歩前進した」と話す秋田会長

都内個人タクシー現況（平成29年4月1日現在） 

許可事業者数  13,419名（前月比 −49名） 
　（特別区、武三12,993名　北多摩160名　南多摩266名）

傘下事業者数  13,145名（前月比 −71名） 
　（特別区、武三12,720名　北多摩160名　南多摩265名）
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２
．利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
に
つ
い
て

　

初
乗
距
離
短
縮
運
賃
の
実
施
に
伴
う
短
距
離

客
の
利
用
促
進
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
。

３
．街
頭
営
業
の
適
正
化
と
基
本
対
応
励
行
の

推
進
に
つ
い
て

　

街
頭
営
業
適
正
化
指
導
規
程
の
円
滑
な
実
施

及
び
指
導
対
象
事
案
発
生
率
の
高
い
団
体
の
所

属
団
体
長
講
習
会
の
開
催
を
新
た
に
盛
り
込
ん

だ
。

４
．行
政
方
針
、通
達
等
の
周
知
及
び
協
会
の
機

関
紙
等
の
刊
行
と
広
報
活
動
に
つ
い
て

５
．事
業
者
の
た
め
に
行
う
経
営
改
善
の
指
導

及
び
事
業
用
資
材
対
策
に
つ
い
て

６
．一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す

る
調
査
研
究
並
び
に
統
計
事
務
の
整
備
作
成
に

つ
い
て

● 
● 
● 

５
つ
の
事
業
で
活
性
化
を
実
現 

● 

● 

●

平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
一
部
抜
粋
）

　

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
は
、安
全
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
事
業
、共
済
事
業
、事
務
代
行
事

業
と
い
う
４
つ
の
主
要
事
業
に
加
え
、白
タ
ク

行
為
合
法
化
の
阻
止
や
活
性
化
の
諸
施
策
と
い

う
５
つ
の
事
業
で
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
活
性
化

の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

Ⅰ.

安
全
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

　
「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
」

の
人
身
事
故
等
の
削
減
目
標
達
成
へ
向
け
た

「
安
全
管
理
規
程
」の
実
行
及
び
安
全
運
行
指

導
員
制
度
の
推
進
に
よ
る
安
全
輸
送
体
制
の
確

立
等
。

　

新
た
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
全
車
装
着

に
向
け
更
な
る
普
及
促
進
と
、「
個
人
タ
ク
シ
ー

事
業
の
法
令
遵
守
の
徹
底
及
び
事
故
防
止
対

策
」の
確
実
な
実
行
（
所
属
団
体
に
お
け
る
小
グ

ル
ー
プ
講
習
等
の
実
施
、運
転
免
許
証
等
の
有

効
期
間
切
れ
防
止
の
確
認
作
業
の
徹
底
等
）を

追
加
し
た
。

Ⅱ.

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
資
質
向
上
・
輸
送
秩
序
の
確

立
の
た
め
に
必
要
な
事
業

１
．良
質
な
輸
送
力
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

事
前
試
験
制
度
及
び
試
験
回
数
増
回
の
積
極

的
有
効
活
用
及
び
処
分
状
況
等
の
情
報
提
供
。

Ⅲ.

事
業
者
の
相
互
扶
助
を
図
る
た
め
の
共
済
事
業

　

共
済
制
度
の
円
滑
な
運
営
の
推
進
等
。

Ⅳ.

事
業
者
の
た
め
に
行
う
関
係
官
庁
等
へ
の

　

 

事
務
代
行
事
業

 

Ⅴ.

そ
の
他

１
．シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
白
タ

ク
行
為
の
合
法
化
の
断
固
阻
止
へ
の
取
り
組
み

２
・
タ
ク
シ
ー
特
定
地
域
協
議
会
、準
特
定
地
域

協
議
会
に
お
け
る
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す

る
諸
施
策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

　

以
上
、事
業
者
の
一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を

共
有
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た

め
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、一
路
邁
進
し
て
頂

き
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

平成29年度収支予算書 平成29年5月1日から平成30年4月30日まで
（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
 １．経常増減の部
  （１）経常収益
   受取登録料
    受取登録料
   受取会費
    会員受取会費
    上部団体受取会費
   事業収益
    研修事業収益
    代行事業収益
   雑収益
    雑収益
   経常収益計
  （２）経常費用
   事業費
    役員報酬
    給料手当
    役員退職給付費用
    退職給付費用
    法定福利費
    福利厚生費
    会議費
    旅費交通費
    通信運搬費
    減価償却費
    報奨費
    消耗品費
    会場費
    委託費
    印刷製本費
    賃借料
    清掃費
    光熱水料費
    リース料
    表彰費
    共済給付金
    花輪代
    振込手数料
   管理費
    役員報酬
    給料手当
    役員退職給付費用
    退職給付費用
    法定福利費
    福利厚生費
    会議費
    旅費交通費
    通信運搬費
    減価償却費
    什器備品費
    消耗品費
    修繕費
    印刷製本費
    賃借料
    清掃費
    光熱水料費
    リース料
    ソフト費
    表彰費
    対外活動費
    広告宣伝費
    新聞図書費
    諸負担金
    顧問料
    慶弔費
    交通援助賛助金
    租税公課
    上部団体会費
    雑費
   経常費用計
  当期経常増減額
 ２．経常外増減の部
  （１）経常外収益
   経常外収益計
  （２）経常外費用
   経常外費用計
  当期経常外増減額
  法人税等
  当期一般正味財産増減額
  一般正味財産期首残高
  一般正味財産期末残高
Ⅱ　指定正味財産増減の部
  当期指定正味財産増減額
  指定正味財産期首残高
  指定正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高

300,000
300,000

272,165,000
143,645,000
128,520,000
6,463,200
5,386,000
1,077,200
811,000
811,000

279,739,200

128,376,400
7,165,200
43,553,900
1,350,300
2,622,800
7,609,100
486,000
5,524,000
12,636,400
1,396,400
1,588,400
1,000,000
100,000
4,752,500
3,494,000
15,065,500
6,779,700
145,800
429,300
507,100
670,000

10,000,000
1,500,000

0
169,718,900
3,070,800
8,544,100
316,700
615,200
1,784,900
114,000
4,757,000
10,220,000
1,800,000
372,600
200,000
1,000,000
50,000

1,135,500
1,590,300
34,200
100,700
118,900
700,000
602,000
200,000
1,831,000
561,000
520,000
540,000
100,000
200,000
20,000

128,520,000
100,000

298,095,300
△ 18,356,100

0

0
0

70,000
△ 18,426,100
21,873,632
3,447,532

0
0
0

3,447,532

300,000
300,000

282,980,000
149,360,000
133,620,000
7,059,600
5,937,000
1,122,600
755,000
755,000

291,094,600

128,211,100
7,162,400
42,088,400
675,500
2,312,600
7,393,600
486,000
5,549,000
13,060,400
1,107,000
1,588,400
1,800,000
100,000
4,398,500
3,494,000
16,169,500
6,779,700
145,800
429,300
81,000
720,000

11,000,000
1,650,000
20,000

172,506,800
3,069,600
8,256,600
158,500
542,400
1,734,400
114,000
4,738,000
10,230,000
1,500,000
372,600
200,000
1,000,000
50,000

1,135,500
1,590,300
34,200
100,700
19,000
700,000
452,000
200,000
518,000
561,000
520,000
540,000
100,000
200,000
20,000

133,620,000
230,000

300,717,900
△ 9,623,300

0

0
0

70,000
△ 9,693,300
31,566,932
21,873,632

0
0
0

21,873,632

0
0

△ 10,815,000
△ 5,715,000
△ 5,100,000
△ 596,400
△ 551,000
△ 45,400
56,000
56,000

△ 11,355,400

165,300
2,800

1,465,500
674,800
310,200
215,500

0
△ 25,000
△ 424,000
289,400

0
△ 800,000

0
354,000

0
△ 1,104,000

0
0
0

426,100
△ 50,000

△ 1,000,000
△ 150,000
△ 20,000

△ 2,787,900
1,200

287,500
158,200
72,800
50,500

0
19,000

△ 10,000
300,000

0
0
0
0
0
0
0
0

99,900
0

150,000
0

1,313,000
0
0
0
0
0
0

△ 5,100,000
△ 130,000
△ 2,622,600
△ 8,732,800

0

0
0
0

△ 8,732,800
△ 9,693,300
△ 18,426,100

0
0
0

△ 18,426,100

科     目 当年度 前年度 増減

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成29年5月号 第514号　⑵



接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
本
選
会

い
」と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
、優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
２
名
は
、

今
年
７
月
に
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

都
営
協
・
葛
飾
支
部

鈴
木
　
信
幸 

さ
ん

　

受
賞
を
聞
い
て
、た

だ
驚
い
て
い
ま
す
。コ
ン

テ
ス
ト
に
出
る
に
あ
た

り
、丁
寧
な
言
葉
遣
い

を
し
よ
う
と
、普
段
の

営
業
か
ら
気
を
付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
も
あ
り
、初
心
に
か
え
っ
た
接
客
が
行
え
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。今
日
は
笑
顔
が
足
り
な
か
っ

た
と
反
省
し
て
い
る
の
で
、全
国
大
会
で
は
、そ

の
点
に
気
を
付
け
つつ
、皆
さ
ん
の
分
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

全
個
人

阿
部
　
淳 

さ
ん

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、実

際
の
お
客
様
と
の
や
り

と
り
の
よ
う
な
気
持

ち
で
自
分
ら
し
く
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
し
ま

し
た
。日
頃
よ
り
明
日
に
繋
が
る
よ
う
な
お
客

様
と
の
関
係
を
築
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ

ン
テ
ス
ト
は
今
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を

大
き
く
見
直
せ
る
場
で
す
。ぜ
ひ
若
い
人
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

氏
名	

所
属
団
体	

享
年	

病
名

川
﨑
　
満	

（
東
個
協
・
板
橋
第
一
）	

64	

白
血
病

森
　
泰
次	

（
東
個
協
・江
戸
川
第
一
）	

72	

脳
梗
塞

森
山
　
孝
市	（
東
個
協
・
大
田
第
一
）	

67	

肝
硬
変

山
里
　
伸
司	（
都
営
協
・
石
神
井
）	

53	

虫
垂
癌

依
藤
　
圭
輝	（
都
営
協
・
新
運
転
）	

71	

大
動
脈
剥
離

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
３
月

■会員の処分等に関する規則に基づく処分状況	
会員 団体名 氏名 発生日 対象行為 処分内容

都営協 板橋支部 Ｉ・Ｓ H29.2.22 無車検運行 過怠金8万円

都営協 板橋支部 Ｍ・Ｔ H29.3.2 無免許運転 過怠金10万円

都営協 千住協組 Ｉ・Ｍ H29.3.10 無車検運行 過怠金5万円

都営協 新東京支部 Ｋ・Ｈ H29.3.10 無車検運行 過怠金5万円

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

平成29年2月 26 3 1 30

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 平成29年3月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

東個協 墨田支部 Ｋ・Ｋ H28.12.14 中央区銀座8-8 回遊車両 表示灯使用停止、精算停止、講習２日

都営協 東京北支部 Ｗ・Ｔ H29.2.4 港区六本木4-9 運送引受拒絶 表示灯使用停止

※処分事案は会員団体に処分を要請し、平成29年3月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
た
本
選
会
は
、社
会

的
要
請
で
も
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を

視
点
に
据
え
た
「
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
を
持
っ
た
、

杖
を
利
用
す
る
足
の
不
自
由
な
お
客
様
」に
対

し
て
、安
全
で
よ
り
安
心
感
を
与
え
る
お
も
て

な
し
を
重
点
に
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
実
技
の

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
賞
発
表
の
後
、プ
ロ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て
、審
査
員
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー・松
橋
真

理
子
さ
ん
よ
り
「
今
回
は
、ト
ラ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

を
す
る

時
に
、何

安
心
感
を
与
え
る
お
も
て
な
し
を

　

３
月
29
日
（
水
）、全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
に
お
い
て
、予
選
会
・
準
本
選
会
を
勝

ち
抜
い
た
各
都
県
協
会
の
代
表
14
名
に
よ
る
「
接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
本
選
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。出
場
者
に
よ
る
緊
張
と
熱
意
に
あ
ふ
れ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
結
果
、最
優
秀
賞

１
名
、優
秀
賞
１
名
、特
別
賞
３
名
及
び
健
闘
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

を
優
先
し
、ど
の
よ
う
な
確
認
を
す
る
か
で
、点

数
に
差
が
出
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、荷
物
を

預
か
る
際
に
壊
れ
物
の
有
無
を
聞
く
こ
と
、ト

ラ
ン
ク
に
入
れ
る
荷
物
の
向
き
を
確
認
す
る
こ

と
、そ
し
て
最
後
に
荷
物
の
個
数
を
確
認
す
る

こ
と
で
す
。１
つ
の
荷
物
に
対
し
て
『
荷
物
は
１

つ
で
す
ね
』と
確
認
す
る
こ
と
に
、た
め
ら
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、お
客
様
に
は

色
々
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。過
去
に
も
、ト
ラ
ン

ク
に
預
か
る
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
荷
物
の
個
数

確
認
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、『
荷
物
が
足
り
な

い
じ
ゃ
な
い
か
』と
ク
レ
ー
ム
の
対
象
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。や
は
り
こ
う
いっ
た
ク

レ
ー
ム
の
回
避
の
た
め
に
も
、

個
数
の
確
認
を
先
手
で
声
掛

け
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、

今
後
海
外
か
ら
の
観
光
客
の

方
々
が
増
え
る
に
つ
れ
、言
葉

も
通
じ
な
い
方
に
対
し
て
も
事

前
の
確
認
事
項
と
し
て
行
う
こ

と
で
、ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
日
々

の
営
業
で
も
心
掛
け
て
く
だ
さ

入賞者一覧

最優秀賞◦	鈴木信幸さん（都営協・葛飾支部）
優 秀 賞◦	金子純一さん（横須賀協組）
特 別 賞◦	稲垣雅紀さん（栃木県央）
	 阿部　淳さん（全個人）
	 関根誠章さん（埼玉協組）

本選会出場者の皆さん

 

入
賞
者
の
喜
び
の

声

特別賞 最優秀
賞
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受
講
者
の

声

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
の

抑
止
が
、重
大
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
上

で
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
対
策

の
一
つ
と
し
て
４
月
５
日
（
水
）午
後
１
時

よ
り
、「
高
齢
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通

安
全
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。世
田
谷

区
喜
多
見
の
警
視
庁
交
通
安
全
教
育
セ
ン

タ
ー
に
て
、個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
16
名
が

参
加
、テ
ス
ト
コ
ー
ス
に
お
け
る
実
技
と
座

学
、事
故
検
証
等
を
通
し
て
安
全
運
転
の
基

本
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
と
し
て
交
通
安
全
対
策
第

一
係
長
の
小
野
警
部
よ
り
「
皆
さ
ん
は
高

　

左
記
に
よ
り
、当
協
会
主
催
の
第
７
回
英
語
研
修

（
英
語
初
級
）を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

受
講
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、希
望
者
は
所

属
団
体
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

こ
の
研
修
は
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
認
定
外
国

人
旅
客
接
遇
研
修
で
す
の
で
、羽
田
空
港
国
際
線
優

良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
（
待
機
所
）の
「
お
も
て
な
し

レ
ー
ン
」へ
の
入
構
資
格
と
な
り
ま
す
。

① 

研
修
内
容

	

外
国
人
旅
客
接
遇
研
修
（
英
語
初
級
）

② 

定
　
　
員

　	

40
名（
申
込
者
が
25
名
以
下
の
場
合
に
は
開
催
中
止
）

③ 

受 

講 

料

	

２
７
０
０
円

④ 

開
催
日
時

	

平
成
29
年
６
月
22
日（
木
）午
後
１
時
～
４
時

⑤ 

会
　
　
場

	

日
個
連
会
館
地
下
１
階
会
議
室

⑥ 

受
講
申
込
締
切
日

	

６
月
８
日
（
木
）

齢
者
と
は
言
っ
て
も
、車
の
運
転
に
か
け

て
は
ベ
テ
ラ
ン
中
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
で

す
。し
か
し
、ひ
ょ
っ
と
す
る
と
長
く
運
転

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
染
み
付
い
て
し
ま
っ

た
思
い
込
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
、そ
の
思
い
込
み
や
ク
セ
に
気
付

い
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
、日
々
の
運
転
に

お
い
て
安
全
運
転
に
努
め
て
下
さ
い
。そ

し
て
、ご
家
族
や
ご
友
人
と
い
っ
た
周
り

の
方
々
に
安
全
運
転
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
室
で
は
、指
導
員
が
同
乗

し
て
の
日
頃
の
運
転
を
想
定
し
な
が
ら
の

テ
ス
ト
コ
ー
ス
走
行
後
に
、各
自
の
ビ
デ

オ
を
参
加
者
全
員
で
確
認
。見
通
し
の
悪

東
個
協
・
足
立
第
二
支
部
　

小
井
出
　
文
夫 

さ
ん
　
67
歳  

　

安
全
運
転
に
必
要
な
こ
と
や
自
分
の
運

転
の
ク
セ
が
再
確
認
で
き
る
、良
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。ス
ピ
ー
ド
に
対
す
る
感
覚
は

年
を
重
ね
る
と
変
化
す
る
の
で
、日
頃
か

ら
、年
齢
に
合
わ
せ
た
運
転
を
心
掛
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
う
い
う

意
味
で
も
、全
員
に
参
加
し
て
も
ら
う
価
値

の
あ
る
教
室
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

高
齢
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
安
全
教
室
開
催

思
い
込
み
運
転
を
無
く
し
、安
全
運
転
を
！

警視庁
主催

い
交
差
点
で
は
２
度
の
一
時
停
止
を
行
う

こ
と
等
、改
め
て
基
本
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。ま
た
事
故
検
証
で
は
右
直
事
故

を
再
現
し
、目
測
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
が
位

置
や
車
種
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
確
認

し
、そ
れ
ぞ
れ
が
安
全
運
転
へ
の
気
付
き

を
得
て
、教
室
は
終
了
し
ま
し
た
。

都
営
協
・
事
業
団
支
部

辻
山
　
好
満 

さ
ん
　
67
歳  

　

実
技
や
座
学
は
も
ち
ろ
ん
た
め
に
な
り

ま
し
た
が
、そ
の
合
間
に
行
っ
た
反
射
神
経

の
年
齢
を
測
定
す
る
体
験
で
、反
射
神
経
の

衰
え
を
自
覚
で
き
、今
後
の
運
転
に
も
生
か

さ
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
経
験
に
よ
る
慣
れ
に
気
を
付
け
て
、一
時

停
止
等
、余
裕
を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
７
回
英
語
研
修
（
受
講
者
募
集
）

一時停止の様子を振り返る参加者

反射神経年齢の測定に挑戦
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